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図 1に示す ように室温でβ相,高温では α相を示
す. β相は.end一grol.Pに対 してほとんど垂直に
立 っているが.わずかに90 中 よりずれていて晶
系はMONOCLINlCであ る.融点下の狭い




















長軸 (C軸 )･の回 りでのalcolOl分子の回転に伴 う.水素結合chai
n中の protonの移動が原因だと号えら九.そのモデルで誘電率の異常を
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図2.誘電率の濃度依存
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図3.･プロトン移動のメカニズム
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